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生活習慣面では「規則正しい生活をしている」に「あてはまる」（とても＋わりと）という回答が、すべての学校
段階で増加傾向にある。意識面では「時間をむだに使っていると感じる」がすべての学校段階で半数を超え
る一方で、「もっとゆっくりすごしたい」という回答も７割を超える。

▶小学生でも半数以上が「時間をむだに使っている」と感じている。
❶ 時間のすごし方

Q あなた自身について、次のことはどれくらいあてはまりますか。

図３－１　時間のすごし方

時間に関する意識3
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注１　「とてもあてはまる」＋「わりとあてはまる」の％。
注２　「定期テストはしっかり準備する」は、小学生にはたずねていない。
注３　「好きなことをする時間がもっとほしい」は第１回調査（2008年）ではたずねていない。
注４　第１回調査（2008年）と今回調査（2013年）で５ポイント以上増加したものには★をつけた。
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時間に関する意識3

時間の使い方についての自己評価の平均点数は学校段階が上がるほど下がる。学年別にみると、小６生
（66.6点）から中１生（58.3点）の変化がもっとも大きい。また、第１回調査と比較すると、すべての学年で自
己評価の平均点数が減少傾向にある。

▶時間の使い方の自己評価は、小学生66点、中学生57点、高校生53点。
❷ 時間の使い方の点数（自己評価）

Q あなたの日ごろの時間の使い方は、100点満点で、だいたい何点くらいだと思いますか。
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注１　平均点数は、無回答・不明を除いて算出した（図３－２）。
注２　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外（図３－２）。
注３　無回答・不明は省略している（図３－３）。
注４　高校生は高１〜３生（図３－３）。

図３－２　時間の使い方の点数（平均点数）

図３－３　時間の使い方の点数（2013年）
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小学生が１日のうちで「１番好き」と回答した時間は、下校し帰宅する「16時」。ついで食事や宿題が終わる
「20時」だった。また、中・高校生は好きな時間が夜から深夜に集中する傾向がみられ、中学生は「21時」「22
時」、高校生は「22時」「23時」の選択率が高い。

▶学校段階が上がるにつれて、｢夜（深夜）｣の時間帯が「好き｣な割合が高くなる。
❸ もっとも好きな時間

Q ふだん（学校がある日）、あなたが１日のうちで、１番好きな時間は何時ごろですか。
また、なぜその時間が好きですか。

時
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に
関
す
る
意
識

3

注１　無回答・不明は省略している。
注２　選択された割合が10％以上の時間に濃いアミカケ、５％〜10％未満の時間に薄いアミカケ、３％〜５％未満の時間にごく薄いアミカケをした。

表３－１　もっとも好きな時間（2013年） （％）

小５生 小６生 中１生 中２生 中３生 高１生 高２生 高３生

０時 1.0 0.9 3.4 2.3 4.4 4.6 5.9 8.7 

１時 0.5 0.2 0.5 0.7 1.5 1.5 2.6 4.0 

２時 0.2 0.1 0.9 0.4 1.9 1.2 2.5 2.0 

３時 0.2 0.1 0.4 0.8 1.3 1.1 0.5 0.5 

４時 0.0 0.5 0.2 0.2 0.4 0.5 0.1 0.1 

５時 0.7 0.8 0.6 0.4 1.0 0.6 0.0 0.3 

６時 0.7 0.9 1.1 0.8 1.1 0.7 0.8 1.4 

７時 1.6 1.6 1.4 1.7 1.4 1.6 0.5 1.4 

８時 2.2 3.2 1.5 1.4 1.2 0.9 2.1 1.0 

９時 1.0 0.9 0.8 0.3 0.5 0.2 0.3 0.6 

10時 4.3 2.8 0.8 0.7 0.8 0.2 0.7 0.6 

11時 0.4 0.6 0.0 0.1 0.3 0.8 0.4 0.5 

12時 6.7 8.2 6.8 5.4 5.7 6.1 4.5 4.7 

13時 8.9 5.9 5.9 5.9 6.6 3.7 3.8 3.4 

14時 0.4 1.0 0.4 0.5 0.9 0.1 0.0 1.0 

15時 4.1 4.0 1.7 0.9 2.0 1.1 1.2 0.9 

16時 12.5 12.0 7.9 8.8 8.7 5.4 4.6 5.8 

17時 7.5 7.4 7.8 6.0 6.2 4.7 4.2 3.8 

18時 5.4 4.6 6.5 6.9 5.3 5.7 4.6 4.3 

19時 11.3 10.1 9.4 7.9 7.2 7.6 6.6 4.4 

20時 11.2 12.0 8.4 9.5 5.7 10.2 10.9 7.7 

21時 8.4 10.8 11.3 14.2 8.4 12.6 11.5 9.5 

22時 4.2 5.5 11.2 12.1 12.1 11.8 14.3 13.3 

23時 1.5 2.4 7.2 8.7 11.5 11.9 12.2 13.8 
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表３−２　その時間が好きな理由（自由記述）

小学生 中学生 高校生

朝～午前

５時ぐらいに空を見たら、まだ、
日がのぼっていなくて、とてもキ
レイな空が見られるから。
（５時　５年生女子）

朝、学校に行って、友だちに会え
て、一日の始まりってかんじで、
ワクワクするから。
（７時　６年生女子）

ふとんに入っていて、起きている
のと寝ているのとの境界線をさま
よっているのが好き。
（６時　１年生女子）

友達や先生に朝一番に会って、
「おはよう。」とあいさつし合う
時が好き。今日も１日がんばる
ぞ！ってなる。
（８時　３年生女子）

早起きできたという喜びと、家の
中が静かで、起きてすっきりして
いるから勉強がはかどる。
（５時　１年生女子）

朝練が出来て、先生に練習を見て
いただけるから。自分が人より多
く練習していると自信を持てるか
ら。
（７時　１年生女子）

昼～午後

とてもおなかが空いていて給食が
おいしく食べられるから。
（12時　６年生男子）

給食の時間は授業や部活に明け暮
れるなかで、唯一、ホッとできる
時間だから。
（12時　２年生男子）

友達と昼食を食べながら共通の話
題で盛り上がり、テンションが上
がる。空腹も満たされて、ストレ
スが解消される。
（12時　２年生女子）

放課後

「学校がおわったー」というかん
じになるから。
（15時　６年生男子）

やっと、お母さんが、仕事から、
帰ってくるし、やっと、おしゃべ
りできるから。
（17時　５年生女子）

先パイと一緒に部活ができるか
ら、話せるから。一緒に居て、う
れしくて、楽しいから。来年はも
う、一緒に居られないから。
（16時　１年生女子）

部活が終わって友達や彼氏と帰れ
る、とっておきの時間だから。
（18時　２年生女子）

学校から帰ってきて、その後しば
らく自分の時間を持っているとい
う希望があるから。
（16時　２年生男子）

学校からの帰宅途中に今日の出来
事や明日の出来事や今の自分に足
りないところなど頭の中で整理が
できる時間だから。
（18時　１年生男子）

夕食
～食後・入浴

お母さんと楽しくお話しながらテ
レビを見ているのが好きだからで
す。
（19時　６年生女子）

ゲームがいっぱいできるから。ま
んがもいっぱい読めるから。
（19時　５年生男子）

８時ごろはともだちがみんなLINE
をしていて、LINEでおはなしがで
きるから。
（20時　２年生女子）

おふろに入りながらさまざまなこ
とを考え、反省することができる
から。
（21時　１年生女子）

１日が終わる感じがするから。そ
して、ふっと気が抜けて、次の日
の心構えができるから。
（20時　２年生女子）

食後ゆっくりできる。自分だけの
時間なのでペットの世話をしたり
くつろいだりしてすごす。
（20時　３年生男子）

夜〜深夜

ねる前に自分の好きな本を読める
から。
（21時　６年生男子）

ふとんに入って、「あー今日は、
楽しかった～」とか１日がおわっ
てなんにもわるいことがなかった
日は、今日はいい１日だったとあ
んしんできるから。
（21時　５年生女子）

ベランダに出て星や月（空）を見
るのが好きだから。
（22時　６年生女子）

勉強している時、いい感じの集中
力がでてきて、勉強に集中できる
し、その集中している時のスカッ
とした感じが好きだから。
（21時　３年生女子）

塾や習い事が終わって家に帰って
家族と少し話せるから。
（22時　２年生男子）

寝る事が今は一番幸せです。クラ
ブ、学校、塾といそがしいのでこ
れから寝ると思うと幸せです。
（０時　１年生男子）

自分のためだけに使える時間だか
ら。好きな勉強ができるから。
（22時　３年生男子）

寝る前に布団に入り、ゆっくり考
え事をしたり、本を読んだり、音
楽を聞いたり、好きな事ができる
から。
（０時　１年生女子）

深夜でテンションがあがってい
て、友達とツイッターやラインで
もり上がるから。
（０時　２年生女子）

時間に関する意識3

注　自由記述のなかから特徴的なものを選んで掲載した。
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「忙しい」と回答する子どもは小学生51.2％、中学生64.8％、高校生70.4％と学校段階が上がるほど増える
が、第１回調査と比べるととくに中・高校生で増加している。一方で、「自分に自信が持てない」はすべての学
校段階で減少しており、自分を肯定的に認識する傾向が強まっているようだ。

▶６～７割の中・高校生が「忙しい」と感じており、その割合は増加している。
❹ 心や身体の疲れ

Q あなたは次のように感じることがありますか。

図３－４　心や身体の疲れ
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注１　「とても感じる」＋「わりと感じる」の％。
注２　「肩がこる」「気分が落ちこむ」「何となくさびしい」「食欲がない」は第１回調査（2008年）ではたずねていない。
注３　第１回調査（2008年）と今回調査（2013年）で５ポイント以上増加したものには★を、５ポイント以上減少したものには●をつけた。
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「自分は将来、幸せになれると思う」「将来は世界で活躍したい」を肯定する割合は第１回調査と比較して、す
べての学校段階で増加傾向にある。また「これからの世の中を良くするためにがんばりたい」と考える中・高
校生の割合も増えており、将来を前向きにとらえる傾向が強まっている。

▶「自分は将来、幸せになれると思う」子どもが増加している。
❺ 将来について

図３－５　自分の将来について思うこと

Q あなた自身について、次のことはどれくらいあてはまりますか。
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注１　「とてもあてはまる」＋「わりとあてはまる」の％。
注２　第１回調査（2008年）と今回調査（2013年）で５ポイント以上増加したものには★をつけた。
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これからの日本社会が「良くなる」（とても＋まあ）と回答した割合は、小学生で約６割、中・高校生で約５割で
ある。第１回調査と比べると、どの学年でもその割合が増加した。日本の将来についてポジティブな予測を
する子どもが増えている。

▶５～６割の子どもが、日本社会は「良くなる」と考えている。
❻ 日本社会について

Q あなたは、これからの日本の社会が、良くなると思いますか、悪くなると思いますか。

図３－６　これからの日本社会について
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注１　無回答・不明を省略しているため、数値を合計しても100％にはならない。
注２　第１回調査（2008年）では高３生は調査対象外。




